第１０７回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　　　平成２８年３月１１日（金）午後６時～
２．開催場所　　　　　沼津市魚町１番地サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
委員総数　　　６名
出席者数　　 ６名
欠席者数　   ０名　　
出席委員氏名　　　清水　義一
　　　　　　　　　荻生　昌平
　　　　　　　　　井上　純代

　　　　　　　　　保坂　典子
　　　　　　　　　千野　慎一郎
　　　　　　　　　藤原　維仁
　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　       　　　
　　　　　　        　　　　　 　　
放送事業者出席者　佐藤　恭平、　市川　隆義

４．議　　題
平成２８年３月１１日（金）　１４：００～１５：００（放送）
　　　　　
番組名　「ラジオから伝えたい想い」～東日本大震災から5年～
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中ご出席賜り、誠にありがとうございます。本日は第１０７回エフエムぬまづ番組審議会になります。本日は全員出席しています。本日は3月11日で東日本大震災から5年になります。朝からテレビ、ラジオなどで震災のその後の状況を放送いたしております。お聴きいただく番組は本日午後２時から３時までの１時間放送しました特別番組「ラジオから伝えたい想い～東日本大震災から5年～」です。この番組は岩手、宮城、福島、茨木の東日本大震災で被災した地域のコニュニティー放送局、臨時災害局を経験した局で今後コミュニティー放送局への移行を目指す１１のラジオ局が加盟し平成26年8月に発足した会、東日本臨災FMネットワークが制作しております。現在、加盟各局共同で番組を制作し毎週各地の情報を発信するなどしております。
　　　　　　　　　今回の番組の出演は岩手県宮古市みやこハーバーラジオの赤沼隆広さん、宮城県岩沼市エフエムいわぬまの野田親和さん、福島県南相馬市、南相馬ひばりエフエムの今野　聡さん、コーディネーターは宮城県の女川さいがいエフエムの大嶋智博さんで司会進行は宮城県登米市コニュニティーエフエムの高橋幸枝さんです。それぞれの町の状況をインタビューを交えお話しいただいています。
本日は委員６名の出席で過半数を満たしておりますので番組審議会は成立しております。
それではご審議の程宜しくお願いいたします。　それではお聴き下さい。
（　番　組　聴　取　）・・・
　　（会社側：佐藤）　それでは、清水委員長、ご審議の程よろしくお願いいたします。
（清水委員長）　　それでは千野さんからお願いします。

（千野委員）　　　テレビなどの特番で色々情報は入っていたが各局とも丁寧で訴えるものがあった。東日本臨災FMネットワークには11局あるとのことで他の局の状況も聴いてみたかった。だんだん希薄になるのでこの様な番組は必要と思いました。
（藤原委員）　　　この様な番組を制作するのがコニュニティーエフエムとか臨時災害局の役割だと思います。地域のことを丁寧でレポートして説明しており聴かせるものがありました。震災から5年がたち普段はどのような放送をしているのか話してもらえるとよかった。　
（保坂委員）　　　今日はテレビでも震災の特集を放送していました。それぞれ違う所で色々な内容なインタビューをしており、これもその一環の番組だと思いいいことだと思いました。現地の人にインタビューし分かり易く良かったと思い、今後も続けてほしいと思いました。
　　　
（井上委員）　　　復興にも色々な差があることも分かりました。たくさんの情報を取り上げることが大事と思いました。またテレビ、ラジオの媒体が特性を持って取り上げ、この様な普通では取り上げないところをエフエム局で取り上げており役割があると思います。
　　　　　　　　　この様な番組は続けてほしいが長く聴いていると番組として山がないので番組作りに聞きやすいように工夫をしてほしい。
　　　

　　　　

　　　　　　　　　　
（荻生委員）　　　災害時におけるコミュニティー放送の役割があると思います。災害の起きる前の役割、災害時の役割、災害後の役割の三つに分かれると思います。番組を聴いていますと、すでに皆さんが持っている情報であります。私たちは総傍観者になっています。
　　　　　　　　　最近では色々な所で大きな災害が起きており、明日は我が身かもわかりません。地域と密着しているFMとしては災害時前、災害時、災害時後にどのように対応していくのか、地域と密着したエフエム局ではどう対応していくかを投げかけていると思いました。また、私たちも実際どのように対応していくのか番組を聴いてつくづく考えさせられました。
（清水委員長）　　今迄この番組についてお話を聞きましたが復興という観点から私は今回の震災を地震災害と原子力発電災害の二つに分けられると思います。地震の災害と戦争の空襲の災害は違いますが、戦後の復旧は10年かかりました。あと5年たてばほぼ復興すると思います。しかし原発は非常に時間がかかると思います。物を作るのは早いが廃炉にするには一筋縄ではいかないと思い50年ぐらいかかると思います。廃炉にするには人工頭脳いわゆる無人化とロボット技術だと思います。日本人の性質と能力を持って筋書を持ちながらやっていけば廃炉にできると思います。これで纏めとします。　
（清水委員長）　　　本日はこれで終わります。次回は５月１３日金曜日でお願いいたします。
　　　　　　　　

　　　　　　　
(会社側：佐藤) 　　本日は大変ありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について
　　　　　　　　　　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする　検討材料としました。

　　　

７．審議会の内容の公表
　　　　　　　　　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　

次回の番組審議会は平成２８年５月１３日（金）午後６時より行う予定です。
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